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　10月 15日（日）にあった
「コスモスウォーク」で、満開
の花を楽しみながら歩く参加
者です。
　たくさんの人が爽やかな汗
を流しました。
（２ページに関連記事）
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　菊池市文化財保護委員の髙山敏朗さん（○菊  下赤星）
が、人吉市であった「平成 18年度熊本県文化財保護
大会」で、文化財功労者として表彰されました。
　髙山さんは、旧菊池市文化財保護条例が設置された
昭和 40年より永年にわたり文化財保護委員を務めら
れ、考古学、古文書などの面で地域の郷土研究に寄与
されました。
　また、「菊池市史」
や「新・菊池文化物
語」などの執筆にも
関わられました。
　今後、益々の活躍
が期待されます。

10月6日（金）
熊本県文化財功労者表彰

　菊池市郵政まちづくり協議会（志賀秋弘会長「菊池郵便
局長」）の会員など約 40人が、ボランティアで菊池公園
の清掃作業をしました。
　来年 10月 1日の郵政民営化にちなんで、1年前の 10
月 1日（日）に合わせて県下一斉に行われたもので、菊
池市内の郵便局職員とその家族などが、菊池公園周辺に落
ちたゴミや落ち葉などを拾い集めました。
　菊池市郵政まちづくり協議会は、菊池市内の郵便局（菊
池郵便局、竜門郵便局、七城郵便局、花房郵便局、河原郵
便局、泗水郵便局、田島郵便局、旭志郵便局）で形成され
ています。

10月1日（日）郵政民営化1年前を記念
して「熊本県下一斉ボランティア清掃」

落
ち
葉
な
ど
を
拾
い
集
め
る
会
員
と
そ
の

家
族
た
ち

　菊池市上西寺区にある諏訪神社で、子どもたちが主役にな
り、大人たちを接待する祭り「おすわさんごもり」がありま
した。
　100 年以上前から同区で行われている伝統行事で、参加
した子どもたちが、前日に上西寺（上組・前畑組）の各戸か
ら 200 円を集めて買い物に行き、お神酒や茶菓子を購入し
てきます。
　当日の夕方に、その子どもたちが同神社に集まり、もてな
しの準備をして、威勢よく「おすわさんごもりにきてはいよ
～♪」と言いながら組内を練り歩きます。それを聞いた大人
の参拝客が色々な格好で同神社を訪れると、子どもたちがお
神酒や茶菓子を振る舞います。
　そこで、訪れた大人たちが、上西寺の言い伝えやおばけな
どの怖い話をしながら一緒に楽しいひと時を過ごすもので
す。
　この行事は年に３回
行われており、12 月
10日（日）と１月 10
日（水）にも同じ場所
で、同じ内容の祭りが
行われます。

10月10日（火）
おすわさんごもり（諏訪神社）

　隈府小学校と花房小学校の児童たちが、アジア・
アフリカの飢餓で苦しんでいる人たちに「少しでも
手が差し延べられたら」と支援米を送るため、それ
ぞれにこれまで育ててきた稲の刈り取りをしまし
た。
　「食とみどり、水を守る菊池の会」（村上活芳会長）
が毎年続けているもので、13日（金）に隈府小学
校の５年生児童 117 人が、学校近くの 10 アール
の田んぼで、黄色く実った稲をひとつひとつ丁寧に
刈り取りました。
　18 日（水）にも同じく花房小学校近くの田ん
ぼで刈り取りがあり、２校で収穫された合計約
800kg の 米 は、
来年２月に国連を
通じてカンボジア
に送られます。
　参加した児童た
ちは「このお米で
カンボジアの人た
ちがお腹いっぱい
になってくれると
うれしいです」な
どと話してくれま
した。

10月13日（金）・10月18日（水）
隈府小と花房小の児童たちが
アジア・アフリカ支援米を刈り取り

10月14日（土）・10月15日（日）
菊池市湯遊ツーデーウォーク

　菊池市体育センターで、菊池市女性の会ふれあいミ
ニバレーボール大会があり、市内の各支部から約 100
人の会員が参加しました。
　大会は、スポーツを通して会員相互の親睦と融和を
図ることを目的として計画され、組織再編後初の大き
な行事として行われました。
　16チームに分かれた会員たちは、爽やかな汗を流
しながらプレイを楽しみ、他のチームの選手たちにも
大きな声援を送りながら、会員相互の交流も深めまし
た。
　七城から参加した「なでしこ」チームが優勝を収め、
大会は盛会のうちに終了しました。
　上位の結果は次のとおりです。
優勝　なでしこ、２位　さわやか、３位　なかよし、
３位　台チーム

9月10日（日）平成18年度菊池市女性の会ふれあいミニバレーボール大会

16 チーム、約 100人の会員が参加して
あったミニバレーボール大会（上）
優勝した「なでしこ」チームのメンバー
（右）

　菊池市湯遊ツーデーウォークが竜門ダム周辺
と、菊池川河川敷七城リバーサイド周辺でそれぞ
れあり、たくさんの人が秋晴れの中、爽やかな汗
を流しました。
　１日目にあった竜門ダムウォークでは、6km・
10km・20km に分かれた参加者がそれぞれの
ペースで竜門ダム周辺の景色を楽しみながら歩き
ました。
　２日目にあったコスモスウォークでは、5km・
10kmに分かれた参加者が、100 万本のコスモ
スが咲く菊池川・迫間川の河川敷を、秋の心地よ
いそよ風に吹かれて、家族や仲間と一緒にコスモ
スを観賞しながら歩きました。
　また、14日（土）にあった前夜祭では、七城
リバーサイドパークと対岸とを結ぶ歩道橋「コス
モブリッジ」と、満開のコスモスがライトアップ
される中、橋の上では七城天守太鼓の演奏があり
ました。メーンの打ち上げ花火が始まると、色と
りどりの打ち上げ花火や仕掛け花火に合わせて、
訪れた家族連れなどからは大きな歓声が上がって
いました。

秋晴れの中、竜門ダムエント
ランス広場をスタートする参
加者（上）
ダム周辺の景色を楽しみなが
ら歩く参加者（右）
100万本のコスモスが咲く
中を歩く参加者（左下）
前夜祭の打ち上げ花火（下）
ライトアップされたコスモブ
リッジ（右下）

文化財功労者として
表彰された髙山さん

学校近くの田んぼで支援米の刈り
取りをする隈府小学校の児童たち

参拝客（中央）をもてなす
子どもたち（上）
参加した子どもたち（左）
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●ＢＣＧ　と　き　11月 16日（木）
　　　　　　　　　午後１時 30分～午後２時
　　　　　ところ　菊池市文化会館
　　　　　対象者　生後３カ月以上６カ月未満の乳児
●ポリオ　と　き　11月 21日（火）
　　　　　　　　　午後１時 30分～午後２時
　　　　　ところ　菊池市文化会館
　　　　　対象者　生後３カ月以上 90カ月未満
　　　　　　　　　（７歳６カ月未満）の乳幼児

11月の予防接種 問い合わせ先
健康推進課健康推進係
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　現在、400ml 献血の需要が大変大きくなっており、基準
を満たしている人には、400ml の献血をお願いしています。
また、服薬についても基準が若干変更になっており、薬を飲
んでいる人でも、献血をお願いできる場合があります。皆さ
んのあたたかいご協力をお願いします。
　平成 16年 10 月から献血の安全性向上のため、運転免許
証やパスポートなどの身分証明証による本人確認をお願いし
ています。趣旨をご理解の上、ご協力をお願いします。
　また、献血カードを持っている場合は、一緒に持参してく
ださい。
問い合わせ先　健康推進課健康推進係

献血のご協力をお願いします
と　き　11月21日（火）午前９時30分～正午
ところ　菊池地域振興局（県菊池総合庁舎）
内　容　200ml・400ml献血

と　き　12月６日（水）午後１時～午後４時
ところ　七城多目的研修センター
内　容　200ml・400ml献血

　兵庫県を中心に開催された第61回国民体育大会「の

じぎく兵庫国体」の陸上少年男子A100mで、江
え り ぐ ち

里口

匡
ま さ し

史さん（○菊  亘）が 10秒 37の県高校タイ記録で優
勝し、その報告に福村市長を訪れました。これは、平
成 10年の神奈川国体で当時九州学院高校の末續慎吾
選手が優勝したときの記録と同じものです。
　福村市長が「おめでとうございます。これからは健
康管理に注意して末續選手を越える選手になってくだ
さい」とねぎらいと激励の言葉をかけると、江里口さ
んは「これからは日本のトップを目指し、世界大会に
出れるように頑張りたいです」と目標を話されました。

10月18日（水）江里口匡史さんが兵庫国
体陸上少年男子A100mでの優勝を報告

　高齢者大学文芸部（氏岡百枝部長）が「渓流（第 22号）」
を発刊し、毎月１回行われている勉強会の席で会員に配ら
れました。
　今回の発刊は平成 15年 10 月以来で、創刊号の発刊は
昭和 53年３月。以前は毎年発刊していたものの、ここ数
号は３年ごとに発刊されており、内容は勉強会で会員が持
ち寄った作品の中から１人 10首を選んで掲載してありま
す。
　氏岡部長は「これからも渓流の名の下に、清い流れが続
くことを願いながら、活動を続けていきたいです」と話さ
れました。

10月16日（月）高齢者大学文芸部が
3年ぶりに「渓流（第22号）」を発刊

　泗水町の福本八幡宮である大祭に合わせて福本獅子
舞が奉納され、福本一区・二区の区民などたくさんの
人で賑わいました。
　約 700 年前から毎年この日に行われているもので、
大・小の太鼓や笛、チャルメラの演奏に合わせて、赤の
牝獅子と青の雄獅子が上下左右に揺れ動きながら前に
進み、同神社の境内を３周して五穀豊穣を祝いました。
　また、「花笠踊り」もあり、ハチマキにハッピ姿の子
どもたちが踊りながら境内を３周すると、見物の保護
者などは盛んにシャッターを切っていました。
　村上修一区長（福本一）は「祭りに区民や子どもた
ちが一緒に参加することをうれしく思うし、地域づく
りそのものだと思います。伝統を守るためにも、これ
からも続けていきたいです」と話されました。

10月18日（水）
福本獅子舞（福本八幡宮）

　今年３月に旧四市町村のソフトボール協会が合併し、新
体制の菊池市ソフトボール協会（上野松年会長）としてス
タートしました。その記念大会が泗水グラウンドと七城グ
ラウンドであり、Aランクに 10チーム、Bランクに５チー
ムの計 15チームが参加し、熱戦を繰り広げました。
　開会式では、福村三男市長、境和則市体育協会長が祝辞
を述べました。
　上位の結果は次のとおりです。
Aランク
優勝　ピュアスプリング（七城）
２位　片川瀬ニュースターズ（旭志）
３位　遊蛇口クラブ（菊池）、３位　未来クラブ（泗水）
Bランク
優勝　泗水テック（泗水）、２位　三万田クラブ（泗水）
３位　遊楽会（菊池）、３位　ガンプ（菊池）

10月22日（日）第1回
菊池市ソフトボール協会合併記念大会

太鼓や笛などの演奏に合わせて舞う、２頭の獅子舞
Aランクで優勝した「ピュアスプリング」

毎月１回行われている勉強会 優勝の報告をする江里口さん（中央）

　泗水町ソフトテニス大会が、1日に「一般・高校の部」
と「女子・壮年の部」が、15日に「中学生の部」がそれ
ぞれ泗水中学校テニスコートでありました。
　上位の結果は次のとおりです（敬称略）
一般・高校の部
優勝　高松　翔・松下智博 組
２位　國武一慶・松下康介 組
３位　加茂野文人・御手洗翼 組

10月1日（日）・10月15日（日）第71回泗水町ソフトテニス大会

女子・壮年の部
優勝　松山幹夫・松下康育 組
２位　村上順子・松下樹代子 組
３位　冨士本頼子・恵濃イツ子 組
中学生の部
優勝　川村　修・工藤雄助 組
２位　福島賢人・渋川堅護 組
３位　梁池勇気・村上拓也 組
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談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

　

介
護
認
定
に
関
す
る
こ
と
、
介
護

保
険
制
度
以
外
の
サ
ー
ビ
ス
、
そ
の

他
様
々
な
相
談
の
窓
口
と
し
て
対
応

に
当
た
っ
て
い
ま
す
。

　

訪
問
調
査
や
代
行
申
請
な
ど
も
市

に
代
わ
っ
て
行
い
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　
　

•
菊
池　

☎
（
24
）
１
９
７
３

（
菊
池
市
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
）

　
　

•
七
城　

☎
（
26
）
４
８
２
０

（
菊
池
市
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

　

清
泉
）

　
　

•
旭
志　

☎
（
37
）
４
１
１
１

（
菊
池
市
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

　

あ
さ
ひ
が
丘
荘
）

　
　

•
泗
水　

☎
（
38
）
７
６
６
６

（
菊
池
市
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

　

孔
子
の
里
）

　
「
菊
池
地
域
精
神
保
健
福
祉
の
集

い
」
と
し
て
、
次
の
と
お
り
講
演
会

を
開
催
し
ま
す
。

　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
お

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と　

き

　

11
月
21
日
（
火
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

と
こ
ろ

　

菊
池
市
福
祉
会
館

　
（
菊
池
市
役
所
隣
）

内　

容

•
講
演

　
「
他
人
ご
と
に

　
　
　

で
き
ま
す
か
心
の
病
」

•
講
師　

菊
池
有
働
病
院

　
　
　
　

院
長　

有
働
信
昭
氏

問
い
合
わ
せ
先

　

菊
池
保
健
所
保
健
予
防
課

　

ま
た
は　

菊
池
市
役
所
福
祉
課

　

知
的
障
害
者
更
生
施
設
「
居
屋
敷

の
里
」
で
、
10
回
目
と
な
る
交
流
会

を
開
催
し
ま
す
。

　

地
域
の
皆
さ
ん
と
の
交
流
を
盛
大

に
行
い
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
多

く
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

バ
ザ
ー
や
お
楽
し
み
抽
選
会
な
ど

を
用
意
し
て
い
ま
す
。

と　

き　

11
月
23
日
（
祝
）

　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
〜

と
こ
ろ　

知
的
障
害
者
更
生
施
設

　
　
　
　
「
居
屋
敷
の
里
」

問
い
合
わ
せ
先

　

居
屋
敷
の
里

　
「
交
流
会
」
担
当
・
吉
富

　

☎
（
24
）
５
２
１
０

「
菊
池
地
域
精
神
保
健
福

祉
の
集
い
」
講
演
会

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21
認
証
・
登
録
制

度
と
は

　

財
団
法
人
地
球
環
境
戦
略
研

究
機
関
（
Ｉ
Ｇ
Ｅ
Ｓ
）
に
よ
り
、

２
０
０
５
年
10
月
に
環
境
省
の
「
エ

コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

（
２
０
０
４
年
版
）」
に
基
づ
く
「
エ

コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21
認
証
・
登
録
制
度
」

が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
中
小
規
模
の
事
業
者
で

も①
容
易
に
、
ま
た
安
価
に
環
境
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
（
代
表
的
な

も
の
と
し
て
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１

が
あ
る
）
の
構
築
が
で
き
る
。

②
二
酸
化
炭
素
・
廃
棄
物
な
ど
の
排

出
削
減
の
具
体
的
な
取
り
組
み
が

で
き
、
そ
の
結
果
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ

ス
ト
な
ど
も
削
減
す
る
こ
と
が
で

き
て
経
費
節
減
に
つ
な
が
る
。

③
環
境
活
動
レ
ポ
ー
ト
を
作
成
・
公

表
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
社
会
・

顧
客
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
図
ら
れ
る
。

と
い
う
仕
組
み
で
、
認
証
・
登
録
に

よ
っ
て
「
環
境
経
営
の
お
墨
付
き
」

が
得
ら
れ
る
と
い
う
も
の
で
す
。

　

今
後
、
県
内
で
も
認
証
・
登
録
す

る
事
業
者
の
増
加
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

導
入
を
検
討
し
て
い
る
、
ま
た
、

興
味
が
あ
る
事
業
者
の
皆
さ
ん
は
、

次
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
詳
し
い

内
容
を
ご
説
明
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

総
務
課
総
務
係

　

新
聞
な
ど
で
も
報
じ
ら
れ
た
よ
う

に
、
産
業
廃
棄
物
の
焼
却
施
設
の
差

し
止
め
訴
訟
は
、
10
月
に
九
州
産
廃

（
株
）
と
和
解
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
和
解
後
も
地
域
住
民
の

健
康
、
財
産
、
産
業
を
守
り
、
良
好

な
環
境
を
次
の
世
代
に
引
き
継
ぐ
た

め
、
和
解
の
趣
旨
に
基
づ
き
、
施
設

の
監
視
活
動
を
継
続
的
に
行
っ
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
ス
タ
ッ
フ
を
増
員
し
、

万
全
の
体
制
で
の
ぞ
み
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
、
環
境
問
題
、
産
廃
問
題

に
関
心
が
あ
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

参
加
し
て
い
た
だ
け
る
ス
タ
ッ
フ
を

募
集
し
ま
す
。

定　

員　

20
人

※ 

定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
先　

立
門
区
・
渡
邉

　

☎
（
27
）
１
２
３
８

中
小
事
業
者
の「
エ
コ
ア
ク
シ

ョ
ン
21
認
証
・
登
録
制
度
」を

ご
存
知
で
す
か

　市民の皆さんの人権問題の心配ごとや困りごとについて相談に応じま
す。お気軽にご利用ください。相談は無料で、秘密は固く守られます。

※ 口座振替を利用している人は、11
月 27日（月）に振替を行いますの
で、残高の確認をお願いします。

●国民健康保険税第５期
●固定資産税第４期

11月の「税」の納期限
問い合わせ先　税務課

菊
池
市

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

に
ご
相
談
く
だ
さ
い

知
的
障
害
者
更
生
施
設

「
居
屋
敷
の
里
」
交
流
会

市
民
に
よ
る

産
廃
監
視
ス
タ
ッ
フ
募
集

対象者および接種回数、料金
対象者 接種回数 本人負担額

満 65 歳以上の人、満 60
～ 65 歳未満であって、心
臓・呼吸器などの機能に重
い障害を有する人（身障手
帳１級程度）

１回 1,000 円

満３歳～ 13歳未満の人 ２回 1回あたり
1,500 円

満 13歳～ 65歳未満の人 １回または
２回

1回あたり
1,500 円

　平成 18年度秋期の狂犬病予防集合注射および犬
の登録を次のとおり実施します。
　犬の登録と毎年１回の狂犬病予防注射は、法律で
義務づけられていますので、犬の所有者は必ず接種
してください。
　また、登録していない犬の所有者、または新たに
犬（生後 91日以上）を所有した人は、会場で登録
手続きを行ってください。
料　金（１頭につき）
　登録料 3,000 円／集合注射料 3,000 円（注射済
票 500円含む）
※ 動物病院などで注射を受けたときは、獣医師の証
明書を菊池市役所環境課または各総合支所民生課
まで持参の上、注射済票発行手続き（１頭に付き
注射済票発行手数料 500円が必要です）を済ま
せてください（注射実施会場でも発行できます）。

月　日 時　間 場　所

11月19日（日） 午前10時～午前11時 七城多目的
研修センター

11月26日（日） 午前10時～正午 菊池市役所
正面玄関

※いずれの会場でも接種できます。
　また、登録済の人は「狂犬病予防注射日程等のご
案内」の葉書を持参してください。
問い合わせ先　環境課、各総合支所民生課

秋期狂犬病予防集合注射と
犬の登録受付を行います

を
受
け
ま
し
ょ
う

●弁護士相談
と　き　12月５日（火）
　　　　午前９時30分～午後０時30分
ところ　菊池市中央公民館
相談員　弁護士・田中裕司氏、
　　　　人権擁護委員、行政相談員

●人権・行政相談
と　き　12月５日（火）午前 10時～午後３時
と ころ　菊池市中央公民館、七城公民館、旭志老
人憩いの家、泗水地域福祉センター
相 談員　人権擁護委員、法務局職員（泗水地域福
祉センターのみ）

問い合わせ先
市民課、各総合支所民生課特設人権相談所開設

　私たち菊池市女性団体代表者会は「男女がともに輝き支えあう社会
（男女共同参画社会）」の実現を目指しています。
　一人ひとりが大切にされ、誰もが自分らしく生きる喜びを実感でき
るまちづくりのために、次の日程で市民フォーラムを開催します。

と　き　11月 25日（土）
　　　　午後１時 30分～午後３時 30分

ところ　菊池市福祉会館２階　大研修室
講　師　竹下元子さん
　（NPO法人　「ウィメンズ・カウンセリングルーム熊本」代表）
演　題　女性の人権～女

ひと

と男
ひと

のやわらかな関係～
その他　手話通訳あり、無料託児あり
※原則２歳～就学前（相談に応じます）。
　11月 21日（火）までにご予約ください。
主　催　菊池市女性団体代表者会
共　催　菊池市
問い合わせ先　男女共同参画推進室

第７回「きくち市民フォーラム」を開催します

入場
無料
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INFORMATION菊池市役所
☎（25）1111

七城総合支所
☎（25）1000

旭志総合支所
☎（37）3111

泗水総合支所
☎（38）2111 INFORMATION

　

泗
水
町
桜
山
地
区
の
熊
本
電
鉄
バ

ス
の
運
行
路
線
が
一
部
変
更
に
な
り

ま
す
。

　

現
在
、
桜
山
地
区
の
バ
ス
運
行
は
、

朝
と
夕
方
に
１
本
ず
つ
桜
山
第
２
体

育
館
前
の
バ
ス
停
を
経
由
し
て
い
ま

す
が
、
下
水
道
工
事
に
伴
う
交
通
規

制
の
た
め
、
11
月
下
旬
か
ら
平
成
19

年
３
月
中
旬
ま
で
、
桜
山
第
２
体
育

館
前
バ
ス
停
ま
で
の
経
由
を
休
止
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

桜
山
地
区
は
自
由
乗
降
区
間
で
す

が
、
こ
れ
ま
で
桜
山
体
育
館
前
の
バ

ス
停
を
利
用
さ
れ
て
い
た
方
は
、
月

山
歯
科
付
近
で
バ
ス
に
乗
降
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

住
民
の
皆
さ
ん
に
大
変
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

交
通
規
制
が
解
除
に
な
り
次
第
、

運
行
を
再
開
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

下
水
道
課
公
共
下
水
道
係

　

菊
池
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
と
菊
池

市
教
育
委
員
会
で
は
、
菊
池
公
園
一

帯
を
会
場
に
し
た
、
菊
池
郡
市
の
小

学
生
に
よ
る
駅
伝
大
会
を
開
催
し
ま

す
。

　

皆
さ
ん
の
応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

と　

き　

11
月
26
日
（
日
）

•
開
会　

午
前
８
時
40
分

•
ス
タ
ー
ト

　

男
子　

午
前
９
時
30
分

　

女
子　

午
前
10
時
45
分

※
小
雨
決
行

と
こ
ろ　

菊
池
公
園
多
目
的
広
場
〜

周
辺
コ
ー
ス

参
加
対
象　

菊
池
郡
市
内
に
居
住
す

る
小
学
生
（
５
・
６
年
生
）

問
い
合
わ
せ
先　

社
会
体
育
課

　

熊
本
県
内
の
放
送
事
業
者
５
社
は
、

11
月
１
日
、
熊
本
市
金
峰
山
の
熊
本

親
局
送
信
所
か
ら
、
地
上
デ
ジ
タ
ル

テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
の
試
験
放
送
を

開
始
し
ま
し
た
。

　

地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放

送
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
ア
ナ
ロ
グ
放

送
に
は
無
か
っ
た
、
種
々
の
ハ
イ
グ

レ
ー
ド
な
放
送
サ
ー
ビ
ス
が
可
能
と

な
り
ま
す
。

　

今
回
試
験
放
送
を
開
始
し
た
、
熊

本
親
局
（
金
峰
山
）
送
信
所
の
デ
ジ

タ
ル
視
聴
可
能
エ
リ
ア
は
下
図
の
と

お
り
で
す
。

　

な
お
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ

ジ
ョ
ン
の
試
験
放
送
実
施
に
あ
た
り
、

現
在
対
応
中
の
ア
ナ
ロ
グ
周
波
数
変

更
対
策
が
完
了
す
る
ま
で
は
、
金
峰

山
送
信
所
か
ら
の
デ
ジ
タ
ル
電
波
の

出
力
を
一
定
期
間
制
限
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
が
、
対
策
の
進
捗
に
応
ず

る
か
た
ち
で
段
階
的
に
出
力
を
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
、
地
上
デ
ジ
タ
ル

放
送
受
信
エ
リ
ア
を
拡
大
し
て
い
く

予
定
で
す
。

　

ま
た
、
金
峰
山
送
信
所
の
電
波
で

は
カ
バ
ー
で
き
な
い
エ
リ
ア
は
、
順

次
、
各
地
に
デ
ジ
タ
ル
中
継
局
を
建

設
・
開
局
し
、
熊
本
県
内
全
域
に
地

上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
受
信
エ
リ
ア
拡

大
を
は
か
っ
て
い
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
熊
本
放
送
局
、
Ｒ
Ｋ
Ｋ
熊

本
放
送
、
Ｔ
Ｋ
Ｕ
テ
レ
ビ
熊
本
、
Ｋ

Ｋ
Ｔ
熊
本
県
民
テ
レ
ビ
、
Ｋ
Ａ
Ｂ
熊

本
朝
日
放
送

下
水
道
工
事
に
伴
い
、

バ
ス
路
線
の
一
部
を

変
更
し
ま
す

　菊池市では、地球温暖化防止などの環境問題に対す
る意識の高揚や資源循環型社会の実現を目指し、菊池
市民の皆さんの新エネルギー利用を積極的に支援する
ため、４月から住宅用太陽光発電システム設置費補助
の申請を受け付けています。
　なお、申請書の提出締め切りは来年２月末日、また
は予算が終了したときとします。
補助の対象者
　菊池市に居住し、市内の居住用住宅（店舗などとの
併用住宅を含む）に発電システムを設置する人で、補
助金の交付は、１住宅につき１回限りとし、補助の対
象となる経費は、４月１日以降に新規に発電システム
を設置するための費用とします。
　ただし、既設の発電システムに対する増設や改修に
要する費用は補助の対象になりません。
補助の額
　1kW当たり２万円（千円未満は切り捨て、６万円
を限度とする）
●補助の例
○ 2.67kWを設置した場合
　2.67 ×２万円＝５万３千円（千円未満切り捨て）
○ 4.55kWを設置した場合
　4.55 ×２万円＝６万円（上限６万円）
補助金交付申請書などの書類
　申請書・実績報告書などの書類は、菊池市役所企画
振興課と各総合支所総務振興課に準備しているほか、
菊池市ホームページからもダウンロードできます。
問い合わせ先　企画振興課企画調整係

場　

所

　

菊
池
市
西
部
市
民
セ
ン
タ
ー
２
階

開
館
日

　

月
曜
日
〜
土
曜
日

開
館
時
間

•
午
前
10
時
〜
正
午

•
午
後
１
時
〜
午
後
５
時

休
館
日

　

日
・
祝
・
祭
日
・
年
末
年
始

※ 

た
だ
し
、
平
日
で
も
都
合
に
よ
り

休
館
と
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

利
用
者

　

小
学
生
や
乳
幼
児（
保
護
者
同
伴
）

で
あ
れ
ば
、
誰
で
も
利
用
で
き
ま
す
。

　

簡
単
な
お
も
ち
ゃ
な
ど
も
あ
り
、

広
い
部
屋
で
は
幼
児
が
十
分
に
体
を

動
か
し
て
遊
ぶ
こ
と
も
出
来
ま
す
。

　

一
度
、
遊
び
に
来
て
み
ま
せ
ん

か
？

問
い
合
わ
せ
先

　

菊
池
市
児
童
セ
ン
タ
ー

　

☎
（
24
）
３
４
７
２

児
童
セ
ン
タ
ー
を

利
用
し
て
み
ま
せ
ん
か

熊
本
県
で
も
地
上
デ
ジ
タ

ル
テ
レ
ビ
放
送
の
試
験
放

送
を
開
始

第
24
回
ロ
ー
タ
リ
ー

小
学
生
駅
伝
大
会
開
催

※注１ 　太陽光発電システム設置前に申請願います。設置後の申請は対象と
なりません。

※注２ 　指令書（補助金交付決定）が届いてから設置願います。
※注３ 　住宅全体写真、太陽電池モジュール、余剰電力販売用電力量計など。

飼い主の皆さん、
最後まで責任を持って
世話をしてください

泣いている
犬やねこがいます

○犬の放し飼いはやめましょう
○ふんの始末は飼い主の責任です
○犬・ねこなどを捨てないで
○ 犬・ねこの習性などを理解して
正しく飼いましょう
○ 生後 91日以上の犬の飼い主に
は、生涯１回の犬の登録と毎年
１回の狂犬病予防注射が法律で
義務付けられています
問い合わせ先　環境課　または
　　　　　　　各総合支所民生課

補助金交付までの流れ

申　
　
請　
　
者

菊　
　
池　
　
市

①菊池市住宅用太陽光発電システム
　設置費補助金交付申請書（※注１）
・見積書または契約書のコピー
・工事着工前の現況写真

②菊池市住宅用太陽光発電システム
　設置費補助事業実績報告書（※注２）
・九州電力との｢太陽光発電からの余剰
　電力需給契約のご案内｣のコピー
・発電システムの設置経費に係る領収書
　のコピー
・工事完成後の写真（※注３）
・設置者の住民票（３カ月以内のもの）

菊池市住宅用太陽光発電システム
設置費補助金交付確定通知書

口座振込

③菊池市住宅用太陽光発電システム
　設置費補助金交付請求書

太陽光発電システム設置

指令書

菊池市住宅用
太陽光発電システム設置費補助金

平成18年度

の申請を受け付けています

応募要領
募集種目 受付期間 試験日 受験資格

自衛隊生徒
（陸・海・空）

平成 19年
1月９日
（火）まで

１次：平成 19年１月 13日（土）
２次：平成 19年１月 26日（金）
　～ 29日（月）

中卒（見込含）
17歳未満の男
子

２等陸・海・空士
（男子２次募集）

12月６日
（水）まで 12月９日（土） 18歳以上 27

歳未満の者

問い合わせ・申し込み先
　自衛隊熊本地方連絡部　菊池分駐所　☎（24）2772

自 衛 官 募 集 案 内

と　き　12月３日（日）
　午前９時 30分～午後３時
ところ　雪野区次郎丸広場
　地元で採れた新鮮野菜の品評
会、自然薯の品評会、バザーな
ど。
　おにぎり、甘酒無料。その他
部会出店。

と　き　11 月 25日（土）
　　　　午前８時 30分開会
と ころ　竜門ダムエントランス
広場（龍龍館横）
　米や野菜のせり売り（午前
11時 30分より）
　餅つき・甘酒サービスなどなど

第22回雪野収穫祭第20回
龍門ふるさとまつり
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INFORMATION菊池市役所
☎（25）1111

七城総合支所
☎（25）1000

旭志総合支所
☎（37）3111

泗水総合支所
☎（38）2111

　

友
だ
ち
や
家
族
で
協
力
を
し
て
の

リ
ー
ス
作
り
、
門
松
作
り
、
ま
た
、

自
然
体
験
や
野
外
炊
飯
を
行
い
な
が

ら
親
子
の
絆
を
深
め
る
と
と
も
に
、

他
の
家
族
と
の
交
流
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
開
催
し
ま
す
。

と　

き　

12
月
９
日
（
土
）
〜

　

12
月
10
日
（
日
）　

１
泊
２
日

と
こ
ろ　

菊
池
少
年
自
然
の
家

参
加
対
象

　

小
・
中
学
生
を
含
む
家
族
（
幼
児

は
３
歳
以
上
可
）

募
集
人
員　

16
家
族

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

活
動
内
容

•
自
然
体
験

　
（
コ
ン
パ
ス
ゲ
ー
ム
、
フ
ラ
イ
ン

グ
デ
ィ
ス
ク
ゴ
ル
フ
、
草
そ
り
、

ア
ス
レ
チ
ッ
ク
よ
り
選
択
）

•
野
外
炊
飯

•
リ
ー
ス
作
り

•
ミ
ニ
門
松
作
り

参
加
費　

小
学
生
以
上
１
人

　
　
　
　

２
、２
０
０
円

※ 

食
事
代
・
保
険
代
・
シ
ー
ツ
代
・

材
料
代
な
ど

携
行
品

　

野
外
活
動
の
で
き
る
服
装
・
着
替

え
・
運
動
靴
・
上
靴
・
懐
中
電
灯
・

洗
面
用
具
・
防
寒
着
・
筆
記
用
具
・

ぼ
う
し
・
水
筒
・
雨
ガ
ッ
パ
・
軍
手
・

健
康
保
険
証
の
写
し
・
常
備
薬
（
必

要
な
人
の
み
）

参
加
申
込
み
期
間　

11
月
16
日（
木
）

か
ら
11
月
30
日
（
木
）
ま
で
に
、
直

接
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

　

熊
本
県
立
菊
池
少
年
自
然
の
家

　

☎
（
27
）
０
０
６
６

菊
池
本
所

大　

塚　
　

古こ

ざ

い財　

増ま

す

お男

（
亡
母　
　
　
　

ヨ
シ
エ　

85
歳
）

富
の
原
西　

緒お

が

た方
美み

ち

こ

智
子

（
亡
夫　
　
　
　
　

正し
ょ
う
は
ち八　

69
歳
）

稗　

方　
　

平ひ

ら

た田　

真し

ん

や也

（
亡
父　
　
　
　
　

博ひ
ろ
や
す保　

77
歳
）

広　

瀬　
　

中な
か
は
ら原　

芳よ

し

み美

（
亡
母　
　
　
　
　

静し

ず

か香　

92
歳
）

袈
裟
尾　
　

山や
ま
ぐ
ち口　

憲け

ん

じ治

（
亡
母　
　
　
　

シ
ヅ
子こ　

93
歳
）

亘　
　
　
　

田た

し

ろ代　

貞さ
だ
み
つ光

（
亡
妻　
　
　
　

ユ
キ
コ　

86
歳
）

立　

町　
　

宮み
や
む
ら村　

修し
ゅ
う
こ子

（
亡
弟　
　
　
　
　

慶け
い
い
ち一　

65
歳
）

下
木
庭　
　

宇う

の野　

達た
つ
ろ
う郎

（
亡
母　
　
　
　

ハ
ル
カ　

87
歳
）

高
野
瀬　
　

小こ
ば
や
し林　

和か

ず

し志

（
亡
祖
母　
　
　

マ
ツ
エ　

92
歳
）

東
正
観
寺　

笹さ
さ
は
ら原　

博ひ
ろ
よ
し善

（
亡
甥　
　
　
　
　

則の
り
あ
き昭　

65
歳
）

神　

来　
　

中な
か
は
ら原
英え

い
じ
ろ
う

二
郎

（
亡
母　
　
　
　

キ
ワ
コ　

85
歳
）

塚　

原　
　

渡わ
た
な
べ邊　

宗む

ね

し士

（
亡
妻　
　
　
　
　

聖せ

い

こ子　

62
歳
）

切　

明　
　

後ご

と

う藤
美み

ち

こ

千
子

（
亡
夫　
　
　
　
　

熊く

ま

お雄　

83
歳
）

上
出
田　
　

山や
ま
し
た下　

武た
け
の
り德

（
亡
妻　
　
　
　

か
お
る　

51
歳
）

東
正
観
寺　

大お
お
ぶ
ち渕　

利と
し
ゆ
き幸

（
亡
妻　
　
　
　

恵え

み

こ

美
子　

87
歳
）

玉
祥
寺　
　

荒あ

ら

き木　

信の
ぶ
ゆ
き行

（
亡
母　
　
　
　

百ゆ

り

こ

合
子　

88
歳
）

藤　

田　
　

岩い

わ

き木　

敬け
い
せ
い正

（
亡
母　
　
　
　
　
　

愛あ
い　

84
歳
）

北
古
閑　
　

髙た

か

き木　

正ま
さ
み
ち道

（
亡
妻　
　
　
　

喜き

み

こ

美
子　

72
歳
）

宮
崎
県　
　

田た

さ

き﨑　

一か
ず
と
し敏

（
亡
母　
　
　
　

フ
ミ
子こ　

93
歳
）

高
野
瀬　
　

陶す

や

ま山　

優ゆ
う
こ
う公

（
亡
姉　
　
　
　
　

晴は

る

よ代　

60
歳
）

片　

角　
　

浅あ

さ

の野　

昭あ
き
の
ぶ信

（
亡
母　
　
　
　

チ
ズ
エ　

88
歳
）

堀　

切　
　

村む
ら
か
み上　

和か

ず

お雄

（
亡
母　
　
　
　
　

イ
ツ　

92
歳
）

上
西
寺　
　

齋さ
い
と
う藤　

邦く
に
と
し利

（
亡
妻　
　
　
　
　

秀ひ

で

こ子　

80
歳
）

正
院
町　
　

片か
た
や
ま山　

貞さ

だ

こ子

（
亡
夫　
　
　
　

夘う
は
ち
ろ
う

八
郎　

77
歳
）

高
野
瀬　
　

松ま

つ

だ田　

幾い

く

よ代

（
亡
夫　
　
　
　
　
　

勝
ま
さ
る　

81
歳
）

大
琳
寺　
　

城
じ
ょ
う　

ナ
ル
子こ

（
亡
夫　
　
　
　
　

武た

け

し士　

86
歳
）

大
琳
寺　
　

有う

ど

う働　

道み

ち

こ子

（
亡
夫　
　
　
　
　

謙け
ん
し
ょ
う昭　

75
歳
）

高
野
瀬　
　

佐さ

と

う藤
セ
ツ
ヨ

（
亡
妹　
　
　
　

ヒ
ロ
ミ　

67
歳
）

七
城
支
所

西　

郷　
　

増ま
す
な
が永　

優ゆ

う

き樹

（
亡
祖
母　
　
　

ミ
ヨ
キ　

87
歳
）

上
橋
田　
　

莟
つ
ぼ
み　

　

宣の
ぶ
つ
ぐ次

（
亡
弟　
　
　
　
　

國く
に
あ
き昭　

59
歳
）

旭
志
支
所

片
川
瀬　
　

有あ

り

た田　

伸し

ん

や也

（
亡
父　
　
　
　
　
　

務
つ
と
む　

81
歳
）

伊　

坂　
　

西に
し
も
と本　

伍ご

は

ち八

（
亡
母　
　
　
　

ト
シ
コ　

101
歳
）

川　

上　
　

村む
ら
か
み上　

敏と

し

お雄

（
亡
母　
　
　
　

ハ
ツ
エ　

98
歳
）

伊　

坂　
　

永な

が

た田　

敬け
い
り
ょ
う了

（
亡
父　
　
　
　
　

康や

す

お男　

72
歳
）

泗
水
支
所

上
住
吉　
　

上う

え

だ田　

健け
ん
ゆ
き幸

（
亡
母　
　
　
　

タ
ツ
子こ　

92
歳
）

永　

南　
　

村む
ら
か
み上　

良り
ょ
う
い
ち一

（
亡
母　
　

松ま
つ
や
ま山

ツ
ヤ
コ　

85
歳
）

桜
山
一　
　

山や

ま

だ田　

澄す

み

え枝

（
亡
夫　
　
　
　
　

茂し

げ

お雄　

58
歳
）

上
高
江　
　

本ほ

ん

だ田　

榮え

い

こ子

（
亡
夫　
　
　
　
　

正ま
さ
つ
ぐ次　

88
歳
）

富　

納　
　

植う
え
じ
ま嶋　

裕ひ

ろ

み美

（
亡
夫　
　
　
　
　

睦む

つ

お雄　

55
歳
）

12
月
の
心
配
ご
と
・
法
律
相
談

　

次
の
皆
さ
ん
か
ら
、
社
会
福
祉
協
議
会
事

業
費
と
し
て
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

　

紙
面
を
か
り
て
、
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、
故
人
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。　

　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

香
典
返
し10

月
31
日
（
火
）
現
在

心
配
ご
と
相
談

日
程
・
場
所

７
日
（
木
）

　

泗
水
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

14
日
（
木
）
菊
池
市
福
祉
会
館

21
日
（
木
）

　

七
城
多
目
的
研
修
セ
ン
タ
ー

28
日
（
木
）
旭
志
老
人
憩
い
の
家

開
設
時
間

　

い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜
正
午

対　

応　

相
談
員

法
律
相
談
（
要
予
約
。
早
め
に
電
話

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
）

日
程
・
場
所

　
　

７
日
（
木
）

　
　
　

泗
水
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

開
設
時
間　

午
前
９
時
〜
正
午

対　

応　

弁
護
士
・
相
談
員

日
程
・
場
所

　

15
日
（
金
）

　
　

七
城
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

開
設
時
間　

午
後
１
時
〜
午
後
４
時

対　

応　

弁
護
士
・
相
談
員

問
い
合
わ
せ
先

菊
池
市
社
会
福
祉
協
議
会

•
菊
池
本
所
（
菊
池
市
福
祉
会
館
）

☎
（
25
）
５
０
０
０

• 

七
城
支
所
（
七
城
多
目
的
研
修
セ

ン
タ
ー
）　
　

☎
（
25
）
５
０
１
０

•
旭
志
支
所
（
旭
志
老
人
憩
い
の
家
）

☎
（
37
）
３
７
０
８

• 

泗
水
支
所
（
泗
水
地
域
福
祉
セ
ン

タ
ー
）　
　
　

☎
（
38
）
６
３
６
６

公共事業入札の公表

　

菊
池
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
心

配
ご
と
相
談
所
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

悩
み
ご
と
や
心
配
ご
と
を
持
つ
人
な

ら
誰
で
も
、
ど
ん
な
問
題
で
も
気
軽
に

相
談
く
だ
さ
い
。

入札（開札）日：10月５日（木）　入札（開札）場所：菊池市役所３階大会議室

件名
予定価格（円・税込）

落札者 指名
業者数

事業
担当課落札額（円・税込）

平成 18年度三万田地
区農業集落排水処理
施設（土木）工事

70,179,000 
㈱トーカイ 4 下水道

課68,775,000 

平成 18 年度砂田西団
地建築工事（１工区）

64,845,000 ㈱三牧建設
工業 5 都市整

備課63,420,000 
平成 18 年度砂田西団
地建築工事（２工区）

64,704,000 
㈱緒方建設 5 都市整

備課63,000,000 

入札（開札）日：10月17日（火）　入札（開札）場所：菊池市役所３階大会議室

平成 18年度林原中富
線道路改築工事

46,690,000 
山東工業㈱ 16 土木課

45,255,000 
平成１8年度亘甲森線
道路改築工事

18,383,000 
㈱角田産業 10 土木課

18,165,000 
平成 18 年度東正温泉
通線回遊道路整備工事

36,340,000 
㈱竹﨑建設 16 都市整

備課35,385,000 
平成 18 年度温泉通回
遊道路整備工事

19,401,000 
㈱丸和建設 10 都市整

備課18,900,000 
平成 18 年度旭志中央
団地電気工事

11,270,000 
㈾藤原電工 6 都市整

備課10,815,000 
平成 18 年度旭志中央
団地管工事

12,210,000 ㈲クドウ工
業 7 都市整

備課11,550,000 

自
然
に
親
し
む
親
子
の
つ
ど
い

「
み
ん
な
で
作
ろ
う

ク
リ
ス
マ
ス
と
お
正
月
」

参
加
家
族
募
集

　

県
で
は
、
母
子
家
庭
、
寡
婦
お
よ

び
父
子
家
庭
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
、

自
立
支
援
や
生
活
支
援
に
役
立
つ
情

報
を
提
供
す
る
た
め
パ
ソ
コ
ン
向
け

の
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
を
配
信
す
る
こ

と
と
し
、
そ
の
読
者
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

　

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
は
３
カ
月
に
１

回
程
度
配
信
し
、
創
刊
号
は
11
月
下

旬
の
予
定
で
す
。

申
し
込
み
方
法

　

次
の
事
項
を
記
載
の
上
、
メ
ー
ル

ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
な
ど
で
、
県
少
子
化

対
策
課
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

①
氏
名

②
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

③ 

希
望
す
る
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン（「
母

子
家
庭
・
寡
婦
向
け
」
ま
た
は
「
父

子
家
庭
向
け
」）

④
住
所

⑤
電
話
番
号

※ 

①
〜
③
お
よ
び
④
の
市
町
村
名
ま

で
は
必
ず
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
れ
以
外
は
支
障
な
い
範
囲
で
記

入
を
お
願
い
し
ま
す
。

※ 

申
し
込
み
の
内
容
に
基
づ
き
、

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
配
信
の
他
、
県

地
域
振
興
局
福
祉
課
ま
た
は
市
役

所
か
ら
事
業
の
お
知
ら
せ
や
行
事

な
ど
の
案
内
な
ど
を
行
う
こ
と
が

あ
り
ま
す
が
、
そ
の
他
の
目
的
に

使
用
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※ 

配
信
す
る
の
は
、
パ
ソ
コ
ン
向
け

の
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
で
、
携
帯
電

話
の
メ
ー
ル
は
対
象
と
な
り
ま
せ

ん
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

　

熊
本
県
少
子
化
対
策
課

　

子
ど
も
家
庭
福
祉
室

　

☎
０
９
６
（
３
３
３
）
２
２
２
９

　

Fax
０
９
６
（
３
８
３
）
１
４
２
７

ｅ-

メ
ー
ル

　
sh
o
sh
ika
ta
isa
ku
@

　

p
re
f.ku
m
a
m
o
to
.lg
.jp

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
で
は
、
環
境
保
護
の
立
場

か
ら
、
古
い
電
話
帳
の
回
収
を
推
進

し
て
い
ま
す
。

　

新
し
い
電
話
帳
を
配
達
の
際
（
12

月
中
の
予
定
）、
古
い
電
話
帳
を
配

達
員
に
お
渡
し
く
だ
さ
い
。

　

も
し
、
渡
せ
な
か
っ
た
場
合
は
、

後
日
回
収
に
伺
い
ま
す
の
で
、
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

　

紙
資
源
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ

　

7
０
１
２
０
（
５
０
６
）
３
０
９

受
付
時
間

　

平
日　

午
前
９
時
〜
午
後
８
時

　

土
曜
・
祝
日

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
日
曜
・
年
末
年
始
は
休
業

　

パ
ロ
マ
工
業
㈱
製
の
半
密
閉
式
ガ

ス
瞬
間
湯
沸
器
７
機
種
（
Ｐ
Ｈ
‐

８
１
Ｆ
、
Ｐ
Ｈ
‐
８
２
Ｆ
、
Ｐ
Ｈ
‐

１
０
１
Ｆ
、
Ｐ
Ｈ
‐
１
０
２
Ｆ
、
Ｐ

Ｈ
‐
１
３
１
Ｆ
、
Ｐ
Ｈ
‐
１
３
２
Ｆ

及
び
Ｐ
Ｈ
‐
１
６
１
Ｆ
）
は
、
一
酸

化
炭
素
中
毒
事
故
が
全
国
で
発
生
し

て
お
り
、
現
在
点
検
・
回
収
作
業
を

し
て
い
ま
す
。

　

ご
使
用
の
場
合
は
、
取
り
急
ぎ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

パ
ロ
マ
工
業
㈱

　

お
客
様
専
用
窓
口

　

7
０
１
２
０
（
３
１
４
）
５
５
２

•
月
〜
土
曜
日

　

午
前
８
時
〜
午
後
10
時

•
日
曜
・
祝
日

　

午
前
９
時
〜
午
後
６
時

　

10
月
15
日
号
に
、
一
部
誤
り
が
あ

り
ま
し
た
。
お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま

す
。

•
11
ペ
ー
ジ
「
香
典
返
し
」

菊
池
本
所　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

誤
（
×
）

伊　

倉　
　

西
山　

初
枝

（
亡
夫　
　
　
　
　
　

守　

82
歳
）

正
（
○
）　
　
　
　
　
　
　

←

伊　

倉　
　

西
山　

初
枝

（
亡
夫　
　
　
　
　
　

守　

86
歳
）

入札（開札）日：10月20日（金）　入札（開札）場所：菊池市役所３階大会議室

件名
予定価格（円・税込）

落札者 指名
業者数

事業
担当課落札額（円・税込）

平成 18年度泗水中央
線道路改築工事２工区

78,735,000 
㈱荒木重機 16 土木課

76,335,000 
平成 18 年度旭志中央
団地建築工事（1工区）

47,163,000 ㈱斉藤工務
店 7 都市整

備課46,200,000 
平成 18 年度旭志中央
団地建築工事（2工区）

72,516,000 ㈱東稜建設
菊池営業所 7 都市整

備課69,930,000 

入札（開札）日：10月25日（水）　入札（開札）場所：菊池市役所３階大会議室

平成 18年度桜山地区汚
水管渠築造工事（１工区）

23,109,000 
㈲田代組 10 下水道

課22,415,400 

平成 18 年度田吹富の原
線歩道設置工事（１工区）

22,447,000 
㈲堀田建設 10

泗水総
合支所
建設課22,155,000 

平成 18 年度永出分上
庄線配水管布設替工事

21,848,000 
㈲若山商店 9 水道局

21,189,000 
平成 18 年度福本富ほ
場整備地内配水管布
設替工事（１工区）

13,377,000 ㈲平嶋設備
工業 8 水道局

12,974,850 

平成 18 年度福本富ほ
場整備地内配水管布
設替工事（２工区）

11,576,000 泗水管工土
木 9 水道局

11,214,000 

※ その他の入札結果は、菊池市役所総務課で閲覧（午前8時30分～午後５時）で
きます。
※落札額が10,000,000円以上のものを掲載しています。

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
「
ひ
と
り

親
家
庭
元
気
ア
ッ
プ
通
信
」

読
者
募
集
中

お
宅
の
瞬
間
湯
沸
器
点
検

は
お
済
で
す
か
？

古
い
電
話
帳
を
回
収
し
ま
す

〜
資
源
の
再
利
用
に
ご
協
力
を
〜

お
わ
び
と
訂
正
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11月の行事予定

休日在宅当番医 ※休日在宅当番医は変更されることがあります。休日や夜間の医療機関は、地域救急医療情報
センター（菊池広域連合消防本部）☎ 096（232）9331 に問い合わせてください。

11月19日
宮本医院 菊池市 （25）2047 むさし眼科 合志市 096（248）6390
馬場医院 大津町 096（293）2358 高田歯科クリニック 菊陽町 096（337）7139
岸病院 菊池市 （38）2750

23日
西山医院 菊池市 （25）2561 後藤整形外科医院 菊池市 （25）2906
東熊本第二病院 菊陽町 096（232）3939 斎藤産婦人科医院 菊池市 （24）1177

26日
平瀬内科医院 合志市 096（248）5227 古賀眼科 大津町 096（293）1411
本多医院 菊陽町 096（232）2021 原賀歯科医院 菊池市 （25）0202
岩根胃腸科外科医院 菊池市 （25）4230

菊池 七城 旭志 泗水
15 水

16 木 BCG予防接種
13：30～14：00　文化会館

17 金
１歳６カ月児健診
13：10～13：30　文化会館

まちづくり懇談会
19：30～21：00
旭志多目的研修センター
（対象地区：旭志中学校区）

男女共同参画専門委員相談　13:30～16:30　文化会館

18 土 カレンダーを作ろう
10：00～  西部市民センター

19 日

20 月 健康相談
9：30～10：30 旭志総合支所

21 火

育児教室　9:30～10:00　旭志老人憩いの家「太陽の家」
「人権擁護委員、行政相談委
員、弁護士」相談所開設
9：30～12：30
菊池市中央公民館２階

献血　9：30～12：00
菊池地域振興局

ポリオ予防接種　13：30～
14：00　文化会館

まちづくり懇談会
19：30～21：00
七城公民館
（対象地区：七城中学校区）

「菊池地域精神保健福祉の集い」講演会　13：30～15：30　菊池市福祉会館

22 水

すくすくクラブ（おはなしの森）
10：30～　児童センター

まちづくり懇談会　19：30
～21：00　文化会館小ホール
（対象地区：菊池北中学校区）

３歳児健診
13：30～14：00
泗水公民館

23 木 知的障害者更生施設「居屋敷の里」交流会　10：30～　居屋敷の里

24 金 ３歳児健診13：10～13：30　文化会館

25 土

第20回龍門ふるさとまつり
8：30～
竜門ダムエントランス広場

第７回「きくち市民フォーラム」　13：30～15：30　菊池市福祉会館２階
26 日

27 月
健康相談　9：30～10：30
七城多目的研修センター

育児相談　9：30～10：30　泗水公民館
28 火 ２歳６カ月児歯科健診　13：30～14：00　文化会館
29 水
30 木

12／1 金
６・７カ月児健診
13：10～13：30
七城多目的研修センター

12／2 土 クリスマスとお正月飾りを作ろう
10：00～  西部市民センター


